
































































































第 1節 「自立 した読者」の育成を 目指す二つの研究の流れ
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Эg 61t Oo b'Ag」という発音記号で視覚
化して示した。そして、音声表象が二つ目のセクションの「PARSER(文解析装置)」 に送
られると、「phonological decoding and lexical selection(音韻化 。語彙選択)」 と
「gralllllat ical decoding(文法符号化)Jの処理が行われる。「phonological decoding&
lexical selection(音韻化・語彙選択)」 では、「δЭ fr'Эg 6んOo blAg」の音韻情報を受け
て「LEXICON(心的辞書)」 で「。It→eight?ate?」のように検索が掛けられ、
「grallllllat iCal decoding(文法符号化)」 で文法上最適な言語情報が選ばれ、「The frog
ate the bug」に特定される。そして、最後のセクションである「CONCEPTUALIZER(概念化





























され、いったん音韻表象に変換される」と説明している 7。 っまり、まず、「The frog ate
the bug.」という感覚記憶に保持された文字表象を「イメージベース」に取り入れ、その後
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イメー ジベース




第4項 難波 曖000の言語活動の心内プロセスモデル PM日
難波0008)は、言語認知空間。言語産出空間・メタ認知空間の三つの空間で構成されてい
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ていく。例文の「The frog ate the bug.」では、生成された表意を基に、エピソード記憶
から関連する「カエルの様子」や「カエルがどのように虫を食べるか」などの情報が与えら
れ、(C)状況モデル (situation model)のような推意の生成が行われる。難波 (2008)は、音

























れている間に、次々とテクストが入力されていく。例えば、次に「So he was full.(だか
ら、かれはお腹がいっぱいになった。)」 というテクストが入力されると、先ほどと同じよ
うに(A)→(B)→(C)の過程を経る。そして、推意の生成の過程において、前に保持されて













潜在的な視点 結東性 時間関係 因果関係 手段―目的関係
類比関係 一般―特殊関係 例示―まとめ関係 対比関係
















例えば、読者は、テクストを顕在的な視点で眺め、「The frog ate the bug.」と「So he














さらにいえば、表意の生成 。推意の生成 。結東性の生成 。マクロ構造付与のそれぞれは一方
のものではなく、双方向的に推移する過程である」と想定している 12。 このことを教育出版













































































































































語レベル 文レベル 文間及び段落間レ ルヽ 全体
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高等学校教員 1名、ストレー ト生 1名)で検討した。





















































読解前 読解中 読解後 合 計
方略数 4 185 192 381


































方略数 割合 方略数 割 合













































語レベル 1 文レベル 全体
合計














































音韻化 表意 推意 結束性 マク●●遺付与
確認読み
顕在 2 13 27 5 47
潜在 4 24 38 81




























































































































それぞれの段落は何について書いているかまとめる。   (三省堂③「米と麦」)























































































































































































































































































































? 文章構成図で文の組み立てを確かめる。     (光村図書③「ありの行列」)
文章構成図で文の組み立てを確かめる。 (光村図書③「すがたをかえる大豆」)
?































































? 14 27 5 57
次に、確認読みの分類と同様に、それぞれの過程に分類された方略をカテゴリ化し、方


































































































































? どんなばうしがでてきたか振り返る。   (三省堂①「ぼうしのはたらき」)
それぞれのぼうしをかぶるときを思い出す。(三省堂①「ぼうしのはたらき」)
それぞれのぼうしの働きを思い出す。   (三省堂①「ぼうしのはたらき」)
それぞれのぼうしの色や形を思い出す。  (三省堂①「ぼうしのはたらき」)
?
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■レベル    1    文レベル 全体








































者意図想定方略 (主張)」「筆者意図想定方略 (結束表現)」「筆者意図想定方略 (論理)」、マク


















語 レベル         1        文 レベル 文間及び段落間レベル 全体
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